
古代山城の分布
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鞠智城跡の調査と成果
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能登原孝道(歴史公園鞠智城 ・1毘故意1)生館)

鞠智城とは

-7世紀後半(今から約1300年前)に大和
朝廷によって築城された古代山城。

-白村江の戦いにおける敗戦を契機として、
西日本各地に作られた古代山城の一つ。
(古代田本の防衛体制の一翼を担う。)

-10世紀中頃までの約300年間存続し、
その変遷は5期に分けられる。
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文献に見る絢智城
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-域内の面積約55ha
周囲長:約3.5km

-昭和42(1967)年
から32次にわたる
発泡蹴査を実銭。

-72棟の建物跡、
3ヶ所の城門跡、

貯水池跡、土塁跡

などのi重機を確認。

量水a・
池ノ尾門跡

， 
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革担智城跡出土の遺物1

須葱著書

土自市器

革担智城跡出土の遺物2 鞠智城跡出土の遺物3
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鞠智減跡出土の遺物4

単弁八葉蓮華文車干丸瓦

-草書智械の創建潮。

・錦立柱建物が築造。
-城門、貯水池、土塁を構築。
.古代山城としての最低限の

機能が備わった時期。

臨盟

鞠智城跡出土の遺物5

百済系銅造菩薩立像

-八角形建物、「コJの字形配置
の建物群の出現。
.698年の繕治の時期

絢智械血糊(B世紀第1四半期後半-B世紀第3四半期)

・礎石建物の出現

・出土土器の空白期

E 

復元建物
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